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 第 3 章では、本研究で主たる資料であるルーヴル百貨店の印刷メディアを整理した上で、印刷方
法の変化や、イラストの描き方と効果、編集デザインの工夫などを分析し、形式的な点を中心に、そ
の資料的特徴を明らかにしている。整理の仕方、分析の結果は妥当なものである。 
第 4 章では、ルーヴル百貨店の印刷メディアの中身の分析を行い、ルーヴル百貨店のビジネスが
どのようなものかを明らかにしている。またどのような人々を商品購入者として想定していたか、ま
たそのためにどのようなことをセールスポイントにしたかを明らかにしている。内容の分析は確かな
ものがあり、それによってみちびきだされたルーヴル百貨店のビジネスの特徴は妥当なものである。 
第 5 章では、ルーヴル百貨店の印刷メディアの中身の分析を行い、ルーヴル百貨店の主要商品で
あった「布」について、どのような質的特徴があるのが、またその製造販売がどのようなものであっ
たかを明らかにしている。内容の分析は確かなものがあり、それによってみちびきだされたルーヴル
百貨店が商品として取り扱っていた布の特徴は妥当なものである。 
第 6 章では、ルーヴル百貨店の女性服ビジネスについて、ファッションイラストカタログを用い
て分析し、プロトタイプを明らかにするとともに、コンフェクションを含む女性服の製造法とそれに
起因する販売法を明らかにしている。ファッションイラストカタログの分析は確かなものがあり、そ
れによってみちびきだされたプロトタイプおよび女性服の製造法とその販売法は妥当なものである。 
第 7 章では、百貨店の女性服製造販売、オートクチュールとコンフェクションの関係、当時の女
性の暮らしと服との関係、ファッションビジネスを研究する上でのカタログの資料価値など、本研究
で解明できたことを結論としてまとめた。さらに課題を述べている。これまで述べてきたことを的確
にまとめ結論としており、課題についても問題はない。 
 本論文は、ルーヴル百貨店が発行した印刷メディアを資料として用い、1860～80年代に、ルーヴ
ル百貨店がどのような女性服を製造し、販売したかなどを調査・分析し、これまで成されてきた服飾
研究では明らかにされていないルーヴル百貨店の女性服ビジネスを明らかにしたものである。同時代
資料として、貴重なものでありながら、これまでに十全に調査・活用されてこなかった印刷メディア
を用いて、実証的に考証されており、信憑性に富み、服飾研究において新知見をみちびきだしている。
今後の服飾研究の発展に資するものであり、博士の学位論文としての水準に十分達していると判断で
きる。 
 
【最終試験結果】 
 平成２７年９月２８日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員
出席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、
「図書館情報メディア研究科博士後期課程（博士課程）の学位論文審査に関する内規」第２３項第３
号に基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、本学位論文の著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有すると認められる。 
 
 
 
